
Deep Ocean Miami 

 

1.はじめに 

 このシナリオは ”クトゥルフ神話TRPG” に

対応しており、探索者2～4人向けにデザインされ

ている。プレイ時間は探索者の作成時間を含まず

に2～3時間程度だろう。 

 シナリオの舞台は現代アメリカのフロリダ州、

マイアミである。 

 探索者は深きものに誘拐された女性を助ける

ため、ニコラ・テスラの助けを借りて人類未踏の

海底遺跡に向かう。探索者は遺跡で待ち受ける深

きものどもから女性を取り返し、生還しなくては

ならない。 

 

 

2.キーパー向け情報 

 この事件は、2つの考えで動いている。 

 1つ目は、深きものが繁殖を目的として女性を

さらい、気候箱を用いてフロリダ海峡にある人類

未踏の海底遺跡内に運んだ。気候箱とは内部の気

圧もしくは水圧そして温度を調整できる装置で

あり、これによって女性は水圧の影響を受けず海

底遺跡まで運ばれた。誘致され気候箱に閉じ込め

られた女性は、神官（深きもののイルカの混血児）

による儀式によって、深きものの子供を身に宿す。 

儀式とは満月の夜、海底遺跡内で神官が海底遺跡

の下に眠るすべてのサメの父（クトゥルフの化身）

に3時間祈りを捧げることによって、女性に深き

ものの子供を妊娠させるというものである。女性

は儀式の後も出産するまで拘束され、出産が終わ

ると殺されすべてのサメの父の供物にされる。 

 2つ目は、狂気の超科学力で体を機械化し現代

に蘇った、ニコラ・テスラの好奇心と後悔による

ものである。ニコラ・テスラは自身の研究機材の 

ニコラ・テスラ 

1856年 ～ 1943年 

電気技師・発明家。交流電気方式、無線操

縦、蛍光灯、空中放電実験で有名なテスラコ

イルなどの多数の発明や、「世界システム」

なる全地球的送電システムなどの壮大な提唱

もあり、磁束密度の単位「テスラ」にその名

を残している。 

8つの言語に堪能で、詩作、音楽、哲学に

も精通し、電流戦争ではトーマス・エジソン

のライバルだった。 

1856年7月9日深夜、オーストリア帝国（現

在のクロアチア西部）リカ＝コルバヴァ県ゴ

スピッチ近郊の村スミリャン で生まれる。 

幼少期は空想と数々の強迫観念に囚われて

いた。成人以後は異常な潔癖症で知られた。

「宇宙人と交信している（心霊診断を行った

エドガー・ケイシーと交流があった）」「地球

を割ってみせる」など奇怪な発言や行動が多

い。 

奇抜な研究内容や、数々の伝説、冷遇され

た人生などから、彼や彼の発明であるテスラ

コイルなどはカルト団体や疑似科学らに多々

用いられ、自身も晩年は霊界との通信装置を

研究するなどオカルト色が強まった。エジソ

ンも同様に晩年に霊界との通信装置などを研

究した。 

長身で美男であることからモルガンの令嬢

などと恋愛したが、本人の性格などに起因し

て成就せず生涯を独身で過ごした。 

1943年1月7日、マンハッタンのニューヨー

カー・ホテルで死去する。享年86歳であっ

た。 

 

改良に使えるという理由で気候箱に対して興味

を持っており、どうしても手に入れたいと考えて

いる。 

約100年前にニコラ・テスラの愛する人が、こ



の深きものの邪悪な繁殖の儀式に巻き込まれ死

んでしまったことが、ニコラ・テスラが生前独身

であった理由である。このシナリオでは彼が霊界

との通信を考え出したのもこれが理由だとして

いる。ニコラ・テスラも霊界との通信には苦労し、

生前かなりの時間をかけて通信機を製作した。未

発見の海底遺跡の場所を知っていたのも、霊界と

の通信による情報である。 

 霊界との通信で儀式のことを知ったニコラ・テ

スラは、もう同じような犠牲者は出したくないと、

遺跡に住まう深きものを打ち倒そうと考えたが、

繁殖の周期が来てしまい、自身の電気を放つ兵器

ではさらわれた女性や気候箱も傷つけてしまう

と考え、探索者を深きものが誘拐に使ったトラッ

クを利用しておびき出し、深きものを協力して打

ち倒そうと考えている。 

 フロリダは銃規制の甘い州であり、危険な地域

においては、市民の銃の携帯は常識となっている。

優秀なプレイヤーならこれを伝えれば、銃を所持

あるいは所有した方がよいと分かってくれるだ

ろう。 

 

 

3.主なNPC 

ニコラ・テスラ 

狂気の超科学力で現代に蘇った発明家。 

体は脳以外全て機械化されており、それを人工

皮膚で覆っている。一目見ただけでは普通の人間

と区別することは難しいだろう。外見は40歳のと

きのニコラ・テスラと同じである。 

STR:30 CON:32 SIZ:17 INT:18 

POW:12 DEX:12 APP:14 EDU:26 

正気度:0 耐久力:25   

移動:8 ダメージ・ボーナス:+2d6 

武器:交流パンチ 65% 

ダメージ、1d3+2d8+db+スタン 

※2d8部分は電流によるダメージである。電圧に

より変動するためキーパーは適当と思われる程

度まで電圧を上げたり、下げたりしてもよい 

装甲:12ポイントの超合金ボディと人工皮膚 

電気によるダメージを受けない 

正気度喪失:ダメージを受け人工皮膚が破れた下

のボディを見て失う正気度ポイント0/1d6 

 

深きもののイルカの混血児、クトゥルフの神官 

STR:22 CON:21 SIZ:22 

INT:16 POW:17 DEX:20 

耐久力:22 マジック・ポイント:17 

移動:泳ぐ 12 ダメージ・ボーナス:+2D6 

武器:かぎ爪 35%、ダメージ:1d6+db 

尾でたたく 45%、ダメージ:2d6+db 

装甲:2ポイントの皮膚 

呪文:サメ/イルカに命令する 

すべてのサメの父の招来 

正気度喪失: 深きもののイルカの混血児を見て

失う正気度ポイントは0/1d6 

 

このシナリオに登場する平均的な深きもの 

STR:14 CON:11 SIZ:17 

INT:13 POW:11 DEX:11 

耐久力:14 移動:8/泳ぐ 10 

ダメージ・ボーナス:+1D4 

武器:かぎ爪 25%、ダメージ:1d6+db 

ハンティングスピア* 25%、ダメージ:1d6+db 

装甲:1ポイントの皮膚とウロコ 

正気度喪失: 深きものを見て失う正気度ポイン

トは0/1d6 

 

 

4.プレイヤー向け情報 

 探索者はフロリダ州マイアミに住んでいる。探

索者と親しい女性（例えば家族や友人、恋人）が、

2日前に行方不明になった（キーパーはプレイ

ヤーと相談して、姿を消す人物を決定すること）。



探索者は、その行方不明事件を追っている知り合

いである。警察による捜査も行われているが、進

展は無い。行方不明事件について探索者が知って

いることは、 

 

■行方不明になっているのは女性のみで4人。 

■外に出かけて行き、帰ってこないまま。 

■身代金要求などはない。 

ということである。 

 

半ば諦めかけていたその時、新聞に行方不明事

件についての続報が載る。 

 新聞には、このような記事が続報として掲載さ

れている。 

 

【続報】行方不明事件の目撃者現る 

 2日前に起きた女性4人の行方不明事件

について、当社の記者が情報を掴んだ。警

察による発表はまだのようだが、事件の目

撃者が現れ、警察で証言をしたようである。

このことを考えると行方不明事件はやはり

誘拐事件の可能性が非常に高いと考えられ

るだろう。 

 当社はこの事件について、さらに調査を

進めていくつもりである。次号にさらなる

情報を掲載する予定。 

 

 キーパーは、この段階で探索者たちが合流して

いないようであれば、探索者を合流させて新聞社

や警察署に向かうか、目撃者を探すように誘導す

るとよいだろう。 

 

 

5.新聞社 

 探索者が新聞社を訪ねた場合、受付でアポイン

トメントの有無を尋ねられる。もし、探索者がア

ポイントメントを取っていない場合、記者に話を

聞くためには、〈言いくるめ〉や〈信用〉などの

ロールに成功する必要がある。 

 ロールに成功するか、事前にアポイントメント

を取っていた場合、担当記者から以下のような話

を聞くことができるだろう。 

 

■目撃者の名前は「ジーケン・ミタモン」という、

20代後半の男性。 

■目撃者の話によると、事件現場は海岸の近くの、

ワシントン・ストリートの路地裏。事件現場まで

は、新聞社からは数十分で着くだろう。 

■詳しい話は警察の発表の後にすると言われ、こ

れ以上のことは聞けなかった。 

探索者が目撃者の、住所や電話番号を記者から

聞き出したいのであれば、時間をかけて〈説得〉

のロールに成功する必要があるだろう。 

 

 

6.目撃者 

 聞き込みや調査などで目撃者の住所や電話番

号を手に入れた探索者は、目撃者と直接話すこと

ができるだろう。ジーケン・ミタモンは優しく、

少し自分に自信が無いような印象を受けるだろ

う。 

 彼は誘拐を目撃したのだが、自信が無く、すぐ

に警察に通報するができなかった自分を悔やん

でおり、探索者が誘拐された人物と親しい間柄で

あると説明すれば、同情しすぐに話をしてくれる。

ジーケン・ミタモンからは以下のような話を聞く

ことができる。 

 



■事件が起きたのは18時頃。 

■目撃したのは海岸の近くの、ワシントン・ス

トリートの路地裏。 

■荷台に緑のほろをかけた軽トラックに女性

が運び込まれるのを目撃した。（もし探索者が

特徴などを聞いたなら、適当な探索者が探し

ている女性の特徴と一致する） 

■誘拐犯らしき人物たちは、体格が大きかっ

たので男性だと思う。長いコートを着て帽子

を深くかぶっていたから顔は見えなかった。

男が3人がかりで女性を運び込み、その後すぐ

にトラックは発進したので運転席にもう1人

いたと思う。 

■すぐに走り去って行ってしまったので、ナ

ンバープレートを見ることはできなかった。 

という話をしてくれるだろう。 

 

 

7.警察署 

 探索者が警察署に出向き情報を手に入れよう

とした場合、〈法律〉のロールに成功する必要が

ある。成功した場合、6.目撃者で得られる情報に

加え、彼の証言にあった軽トラックが，事件現場

の周辺で目撃されたという情報を得ることがで

きる 

 

 

8.事件現場 

 薄暗く、車がすれ違えないほどの道幅で人気の

無い路地だ。探索者が探している女性が使ってい

た近道であってもよい。 

 〈目星〉のロールに成功すると、血痕を発見す

る。自分の大切な人が傷つけられているかもしれ

ないと不安になった探索者は0/1d2の正気度ポ

イントを失う。 

血痕の周りには大きな魚のウロコが落ちてい

る。〈生物学〉のロールに成功すれば、もしこの

サイズのウロコを持つ魚類が存在するとすれば、

人間大の大きさだろうということが分かる。 

 探索者が路地裏を探索し終えたタイミングで、

路地の先に緑の幌がついた軽トラックが停車す

る。探索者が様子を見ようと近づくと軽トラック

は走り出す。トラックを追いかけたいのであれば、

〈運転〉または〈ナビゲート〉のロールに成功す

る必要がある。ロールに成功して追いつくことが

できた場合、街中から少し離れた古いボート小屋

にトラックは停車する。（このトラックは、深き

ものが盗み、乗り捨てたトラックをニコラ・テス

ラが手に入れ、自動運転で操縦させているため中

に人は乗っていない） 

 

 

9.古いボート小屋 

 小屋は古く、潮風に長い間さらされたせいか、

塗装も剥がれ落ちている。窓は2つあるがどちら

も板で塞がれている。入口のドアは1つしかない。 

 小屋に入ると、外観からは想像もつかない、大

量のコンピュータ機器や工作機械が敷き詰めら

れた空間だった、そして奥の椅子に座った男が振

り返り探索者に話しかけてくる。 

 男は1900年代のような型の古いスーツを着て

いるものの、目鼻立ちが良く、髭と髪も綺麗に整

えられており非常に良い印象を受けるだろう。

〈歴史〉のロールに成功すると、男の容姿が歴史

上の人物「ニコラ・テスラ」にとても似ていると

感じる。もし、探索者が男の名前を尋ねたなら、

男は自分のことを「ニコラ・テスラ」だという、

死んだはずの偉人に出会った探索者が〈アイデ

ア〉のロールに成功した場合1/1d6+1の正気度ポ

イントを失う。 

 男は、探索者の方を見ると「よくここまでたど

り着いたね、君たちは本当に…優秀だ」「早速本

題に入るが、わたしに協力してはくれないか、君



たちの大切な人を助けることにも繋がると思う

が」と探索者に尋ねる、断った場合には「まずは

少し話を聞いてからでもいいのではないかな」と

言ってから下記の話をする。探索者が説明を求め

たり、同意した場合、男は「結論から言うと、君

たちの大切な人が囚われているのは、ここから数

百メートル沖にある海溝に存在する海底遺跡だ、

しかしそこには彼女たちをさらったものたち、深

きものと呼ばれる半人半魚の怪物が待っている

だろう。君たちの大切な人は彼らの繁殖のために

さらわれた、今ならまだ助けられるだろう。」 

 男は海底遺跡の上まで探索者を送るが、自分は

体が弱く一緒に海底遺跡まで向かうことはでき

ないという。 

 

 探索者が、海底遺跡に向かうことにした場合、

男はいくつかの物を探索者に手渡す。 

 1つ目は潜水服だ。男から渡された潜水服は、

かなり丈夫そうな作りだ。潜水服にはライトと小

型のナイフ、小型のウォータージェット推進器、

モリ撃ち銃のマガジン2つが装備されている。潜

水服は4ポイントの装甲を持つ。酸素ボンベも装

備されており水中での活動時間は約1時間である。 

 2つ目は回収装置だ。回収装置は回収対象につ

け、ボタンを押すと圧縮ガスで風船が膨らみ一瞬

で助け出せるというものだ。ただし、この装置は

気候箱に入っている状態でのみ使うべきだろう。

女性を外に出してから使用すると潜水病になっ

てしまう可能性が高い。 

 3つ目はモリ撃ち銃だ。基本的に水中では通常

の銃火器はダメージを与えることができない。こ

のモリ撃ち銃は貫通する武器であり、〈ライフル〉

や〈ショットガン〉などの技能を用いる。発射さ

れたモリは2d6+4ポイントのダメージを与え、有

効射程は10mだ。モリ撃ち銃はマガジン式で装弾

数は3発、1ラウンドに1発撃つことができる。 

 それらを探索者が装備すると、男はボート小屋

からボートを出し、探索者を乗せると海底遺跡に

向かって進みだす。 

 しばらく、ボートに揺られると男はボートを停

め、「ここのほぼ真下が海底遺跡だ、よろしく頼

むよ。わたしはここで待っているから頑張ってく

れ」「それと、もし深きものを打ち倒すことがで

きなかったとしても、女性を助けたらすぐに逃げ

てきてもらってもいい、さすがにボートには追い

つけないだろう」と言う。 

 

 

10.海中 

 探索者たちはゆっくりと海底へと潜っていき、

しばらくすると海溝へとたどり着く。海溝は深く、

光の届かない深海の水は死んだように暗い。 

 探索者は〈目星〉のロールに成功すると、探索

者の方に向かってくるシュモクザメの姿を発見

することができる（このシュモクザメはイルカの

混血児の呪文によって操られている）、全ての探

索者が〈目星〉のロールに失敗した場合、探索者

たちは奇襲を受けることになるだろう。 

 シュモクザメ1体との戦闘を開始する。 

 

シュモクザメ 

STR:22 CON:18 SIZ:18 

POW:13 DEX:16 

耐久力:18 移動:13 

ダメージ・ボーナス:+2D6 

武器:噛みつき 50%、ダメージ:1d6+db 

装甲:3ポイント 

 

 シュモクザメを打ち倒した探索者は、またしば

らく潜っていくと、海底遺跡を見つける。海底遺

跡の下部からは、少し明かりが漏れており、そこ

が入り口だと思うだろう。 

 

 

 



11.海底遺跡 

 海底遺跡に入ると、中には空気があり、水は股

下ほどまである。マップ上の円の部分には柱があ

り、四角の部分には気候箱が置かれている。マッ

プには描かれていないが部屋の四隅の水中には

小さなピラミッド状のオブジェがあり、青い光を

柔らかく放っている。気候箱の手前には深きもの

が4体とイルカの混血種1体がいる。深きものはす

べて同じ能力値を用いるが、4体いる深きものの

うち、2体はハンティングスピアを装備している。 

 

海底遺跡MAP 

 

 探索者が女性を助けるために気候箱を運ぶ場

合、気候箱のSIZ12に対して探索者のSTRで抵抗

表に従ったロールに成功する必要がある。 

 もし、探索者が気候箱を開けようとした場合、

キーパーは女性を気候箱から出してしまうと助

けることは難しくなると伝えるべきだろう。 

 探索者が気候箱を全て回収して海底遺跡から

離れたり、イルカの混血種を打ち倒した場合、死

ぬ直前にイルカの混血種は大きな金切り声のよ

うなものを上げる。 

 回収して離れようとしていた場合は即座に、イ

ルカの混血種を打ち倒していた場合は海底遺跡

から離れたタイミングで大きな地鳴りと揺れを

感じる。揺れの原因を探索者はすぐに理解する、

海底遺跡を壊しながらサメの先祖メガロドンに

似た、全長40m程の巨大な怪物が海底遺跡の下か

ら姿を現す。すべてのサメの父が現れたのである。 

 

12.怒り狂うすべてのサメの父 

 怒り狂うすべてのサメの父を見た探索者は

1d6/2d10の正気度ポイントを失う。 

 

すべてのサメの父は探索者を丸のみにしよう

と襲い掛かってくる。 

 

すべてのサメの父 

STR:120 CON:80 SIZ:140 

INT:15 POW:25 DEX:20 

耐久力:110 移動:泳ぐ 15 

ダメージ・ボーナス:+1D4 

武器:丸のみ 80%、ダメージ:死 

装甲:15ポイントの厚い皮膚 

 

海面までたどり着くには5戦闘ラウンドの時間

がかかる。すべてのサメの父は毎ラウンド丸のみ

を行なう。もし、丸のみが成功し探索者が回避す

ることができなかった場合、攻撃の対象になった

探索者をニコラ・テスラが押し飛ばす。 

 ニコラ・テスラはそのまま、すべてのサメの父

にのみ込まれるが、すべてのサメの父は動きを止

める、少し経つとすべてのサメの父の体の中から

雷光のようなものが見え、苦しみだし、そのまま

破裂して周囲は血で紅く染まる、そして血の中か

らニコラ・テスラが現れ、そのまま海面へと上

がっていく。 

 探索者が海面にたどり着くとニコラ・テスラは

感謝を述べ気候箱をボートにくくり付けると、探

索者をボートに乗せて岸へと戻る。 

 もし、探索者が自力ですべてのサメの父を打ち

倒した場合にはニコラ・テスラは現れず、すべて

のサメの父は破裂し周囲を血で紅く染めて死亡

する。 

 



13.結末 

 ボートが岸まで着くと、ニコラ・テスラは気候

箱を操作し扉を開ける。中からはかなり衰弱して

いるものの、探索者が探していた女性が現れる。 

 探索者は、深きものの邪悪な繁殖の儀式を阻止

し、大切な女性を助けた。 

 ニコラ・テスラも改めて探索者に感謝を述べ、

気候箱をボート小屋へと運んでいく。 

 

 

14.報酬 

 深きものたちを打ち倒し、女性たちを助けた探

索者は1d10の正気度ポイントと、ニコラ・テスラ

とのコネクションを獲得する。 

 すべてのサメの父を自力で打ち倒した場合、

2d10の正気度ポイントを獲得する。 

 

 

 

 

シナリオパターン：「未踏査地域の探検」 

未踏査地域：「暗黒の深海」 

発端の怪異：「不可解な【超自然現象】の調査を

依頼される」 

超自然現象：「過去からやってきたという【人物】

が現れる」 

人物：「漁夫の利を狙う山師的人物」 

事件の真相：「深きものどもが繁殖をたくらんで

いる」 


